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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月27日(2013.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　このように形成されているおむつ１では、前方摘持域８０ａの一つを一方の手で摘み、
もう一方の手では前パネル７を持って前端部４２を前パネル７から引き離すようにすると
、前端部４２を前パネル７から分離させることができる。後方摘持域８０ｂについても、
その一つを摘んで後端部４３を後パネル８から引き離すようにすると、後端部４３を後パ
ネル８から分離させることができる。なお、この実施形態で前端部４２を前パネル７から
分離させるというときには、第２ホットメルト接着剤６２を介して前パネル７に接合して
いる前端部４２を前パネル７から剥離させる態様を含む他に、前端部４２を形成している
内面シート３１や外面シート３２がそれに密着している第２ホットメルト接着剤６２の周
囲で破れたり、前パネル７を形成している外面シート１７がそれに密着している第２ホッ
トメルト接着剤６２の周囲で破れたりすることによって前端部４２と前パネル７とを個別
にすることができる態様をも含んでいる。
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